
インテグラル、システム構築の豆蔵ホールディングス＜3756＞をMBO
で非公開化

投資ファンドのインテグラル（東京都千代田区）は30日、傘下企業を通じて、システム構築・開発支援
を手がける豆蔵ホールディングス（東証1部）に対するTOB（株式公開買い付け）を実施して非公開化
すると発表した。MBO（経営陣が参加する買収）の一環で、全株取得を目指す。買付代金は最大344億
円。

買付主体はインテグラルが100％出資するK2TOPホールディングス。提示した買付価格は1885円で、
TOB公表前日の終値1499円に25.75％のプレミアムを加えた。買付期間は31日～3月16日までの30営
業日。買付予定数の下限は所有割合66.67％に設定している。

豆蔵の創業者で会長・社長を務める荻原紀男氏（所有割合1.66％）、同社筆頭株主の情報技術開発（東
京都新宿区、所有割合16.87％）はTOBに応募を決めている。

公開買付代理人は三菱UFJモルガン・スタンレー証券、auカブコム証券。決済開始日は3月24日。


